
様式第六（第八条関係）

○○○○　殿

住所
申請者

電話番号

※整理番号

※受理年月日

※施設番号

※審査結果

△用水及び排水の系統

特定施設設置届出書
○○年○月○日

大津市京町４丁目１－１

(077)528-○○

シガ工業（株）
代表取締役　○○○○

氏名又は名称及び法人にあっ
てはその代表者の氏名

工場又は事業場の名称 シガ工業（株）滋賀工場

　下水道法第１２条の３第１項（下水道法第２５条の３０第１項において準用する同法第１２条の３
第１項）の規定により、特定施設の設置について、次のとおり届け出ます。

電気機械
器具製造業

工場又は事業場の所在地 大津市京町○丁目○○－○ 　　年　月　日

特定施設の種類

６５　酸またはアルカリによる表面処理施設

※備考

業種

総務課
担当 志賀太郎

tel(0748)22-7777

連絡先△汚水の処理の方法 別紙３のとおり。

△下水の量及び水質
（排出水の汚染状態及び量）

別紙４のとおり。

別紙５のとおり。
備考１　申請者の氏名（法人にあってはその代表者の氏名）の記載を自署で行う場合においては、押印を省略することができる。

  　 2  △印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を利用すること。

  　 3  ※印の欄には、記載しないこと。

  　 4  届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本工業規格Ａ４とすること。

△特定施設の使用の方法 別紙２のとおり。 ５５名

常時使用する
従業員数

操業時間

△特定施設の構造 別紙１のとおり。

9:00～22:00

印

設置記入例
（工場用）

今回届出の対象となる特定施設の種類を記載して
ください。水質汚濁防止法施行令別表第１又はダイ
オキシン類対策特別措置法施行令別表第２に記載の
特定施設番号と名称となります。

法に定める様式に記載する義務は
ありませんが、参考として、
・事業場の業種
・操業時間
・従業員数
・連絡先（担当部署、担当者、電話
番号など）を記載して頂くようお願い
します。

印印



（別紙１）

工場又は事業場に
おける施設番号

無電解メッキ１号 研究開発室流し
←事業場における固有番号ま
たは呼称を記入してくださ
い。

特定施設項番号
及び名称

６５
　酸またはアルカリ
による表面処理施設

７１の２イ
　洗浄施設

←水質汚濁防止法施行令別表
第１又はダイオキシン類対策
特別措置法施行令別表第２に
記載の特定施設番号と名称を
記入してください。

型　　　式
ＡＢＣ製作所製
メッキ施設
型式　１２３４号

ＸＹＺ工業製
流し
型式　９９９号

←施設の製造メーカー、名
称、型式等を記入してくださ
い。

構　　　造 脱脂槽１ｍ
3

（＋水洗槽1ｍ3×3槽）

メッキ槽１ｍ
3

（＋水洗槽1ｍ
3
×3槽）

ステンレス製１槽式
←施設の材質、構造上の特徴
を記入してください。

主要寸法

縦5000
×横1500
×高さ1000mm

縦500×横500
×高さ30mm

←施設の主要寸法を記入して
ください。

能　　　力
薄層ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ加工
５０００個／日

←施設の公称能力、生産能力
を記入できる場合は記入して
ください。

配　　　置 メッキ第１工場２階 研究棟内研究室内

←特定施設の設置場所を記載
してください。
新設の場合は、工場内での配
置場所がわかる図面を添付し
てください（添付書類⑤）。

設置年月日 年　月　日 △△年○○月○○日
←既設施設の設置年月日を記
入してください（新設の場合
は記入不要）。

工事着手予定年月日 ○○年○○月○○日 年　月　日

工事完成予定年月日 ○○年□□月△△日 年　月　日

使用開始予定年月日 ○○年□□月○○日 年　月　日

その他参考と
なるべき事項

新設 既設
←新設・既設の別を記入して
ください。

備考　配置の欄には、当該特定施設およびこれに関連する主要機械または主要装置の配置を記載すること。

特定施設の構造

←新設施設の工事着手年月日
等を記入してください（既設
の場合は記入不要）。

補足説明

*新設の場合は、型式、構造、主
要寸法、能力、外観のわかる図面、
仕様書等を添付してください。（添
付書類④）

＊以降の記載については、新設、既設を問わず、事業場内に設置されるすべての
特定施設、排水処理施設について記載してください。



（別紙２）

←事業場における固有番号または呼称を
記入してください。

←水質汚濁防止法施行令別表第１又はダ
イオキシン類対策特別措置法施行令別表
第２に記載の特定施設番号と名称を記入
してください。

←特定施設の設置場所を記載してくださ
い。
’新設の場合は、工場内での配置場所が
わかる図面を添付してください（添付資
料⑤）。

←特定施設の使用の用途について記載し
てください。
’なお、事業場内での製造工程のうち、
どの工程で使用するものかを記載してく
ださい（フローを添付（添付資料⑧）
し、「別添のとおり」として頂いても結
構です）。

←特定施設の稼働率の季節変動について
記入してください。

←原材料が商品名の場合は、その成分が
わかる資料（MSDS等）を添付してくださ
い（添付資料⑨）。
’また使用方法については、必要に応じ
て説明資料を添付してください（添付資
料⑨）。

種類・項目 通常 最大 通常 最大

ＢＯＤ 400 600
Ｔ－Ｎ 100 120
ホウ素 10 20

鉛 <0.005 <0.005
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ <0.01 <0.01

ﾁｳﾗﾑ <0.001 <0.001
通常 最大 通常 最大

20 50 2 10

←地下浸透・漏えい防止対策、産廃処理
している廃液等、特記事項があれば記載
してください。

備考　汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。

←特定施設の使用時間を記入してくださ
い。
変動がある場合は、その内容を記入して
ください。

←各特定施設からの排出される水の水
質、排水量を把握されている場合は記入
してください。

９時～１７時
（９時間）

季節変動なし。

特定施設の使用の方法

操業の系統

使用時間間隔

１日あたりの
使用時間

使用の
季節変動

無電解メッキ１号

６５
　酸またはアルカリ
による表面処理施設

メッキ第１工場２階

工場又は事業場に
おける施設番号

１０～１２月に稼働
率が上がり、休日に
稼働することもあ
る。

操業時間（９時～１
７時）において連続
稼働。
休日は原則稼働しな
い。

９時～１７時
（９時間）

その他参考と
なるべき事項

研究開発室流し

７１の２イ
　洗浄施設

研究棟内研究室内

製品の研究開発にて
使用

操業時間（９時～１
７時）において連続
使用。

特定施設項番号
及び名称

設置場所

薄層コンデンサー製
造のメッキ工程にて
使用
（フロー）
粉末原料→混練→
成型→焼成→
無電解メッキ（特定
施設使用）→検査→
出荷

汚水等の量

（ｍ3／日）

実験用試薬：別添の
とおり。（鉛、、ｼﾞｸ
ﾛﾛﾒﾀﾝ、ﾁｳﾗﾑ使用）

オイルパンの上に施
設を設置している。

水質汚濁防止法に規
定する有害物質を含
む廃液については、
取り分けて産廃処
理。

ﾒｯｷ液：ｽｰﾊﾟｰﾌﾚｯｸｽ
（商品名）10L/日を
50倍希釈して使用。
硝酸：ﾒｯｷ液に5L/日
添加。
添加剤：ホウ酸2kg/
日をﾒｯｷ液に溶解。

原材料（消耗資材を含む）
の種類、使用方法

及び
１日あたりの使用量

汚
水
等
の
汚
染
状
態

補足説明

別紙１と同じ記載をしてください。

＊水質汚濁防止法施行令第２条に規定する有害物質を使用する場合は、その旨を記載してください。



（別紙３）

←事業場における固有番号または呼称を
記入してください。

←施設の設置場所を記載してください
（添付資料③）。

←排水処理施設の処理方式を記入してく
ださい。

←排水処理施設における処理の流れがわ
かるフローを記載してください。

←特定施設から処理施設に排水が導入さ
れ、下水道等へ放流されるまでのフロー
を添付してください。（別紙５で重複す
る内容を求めていますので、別紙５に記
載のある旨を記入してください）

←排水処理量の季節変動について記入し
てください。

←各処理工程毎に使用する水処理用薬品
の種類と１日あたりの使用量を記入して
ください。

処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後

ｐH 2～4 6～8 2～4 6～8
ＣＯＤ 700 100 900 200
ＢＯＤ 300 100 500 200
ＳＳ 200 100 400 100

Ｔ－Ｎ 90 15 100 20
Ｔ－Ｐ 20 3 30 4
ホウ素 2 2 5 5

鉛 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ﾁｳﾗﾑ <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

量（ｍ3／日）

←排水処理施設から発生する汚泥等の残
さの発生量および処理法を記載してくだ
さい。

←処理水の放流方法（放流先）を記入し
てください。

備考１　汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。

　　２　排出水の排出方法の欄には、排出口の位置および数ならびに排出先を含め記載すること。

その他参考と
なるべき事項

汚
水
等
の
汚
染
状
態
及
び
量

使用時間間隔

種類・項目

なし

２４時間

１０～１２月に処理量
が増加する。

（凝集沈殿処理）
塩化第二鉄：10kg
高分子凝集剤：0.5mL
40％苛性ソーダ：100L
（活性汚泥処理）
鶏糞：2kg、米ぬか：1kg

通常 最大

無機汚泥　２５０ｋｇ
有機汚泥　５００ｋｇ
ﾌｨﾙﾀｰﾌﾟﾚｽにて脱水
後、産廃処理

排出水の排出方法
排水口１から下水道へ
放流

60

工事着手予定年月日

工事完成予定年月日

使用開始予定年月日

　年　　月　　日

　年　　月　　日

　年　　月　　日

種類および型式

構　　造

主要寸法

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製半地下型

縦6×横5×高さ5m

Ｘ社製Ａ－１１号

工場または事業場に
おける施設番号

処理施設の設置場所

設置年月日

処理施設１
（工程系処理施設）

メッキ第一工場西側

△△年○○月○○日

←排水処理施設への流入水および処理後
の水質、排水処理量を記入してくださ
い。
記入する項目は、事業場から排出される
排水の状況によって異なりますが、通常
は、□に囲まれている一般的な項目と、
事業場内で使用する有害物質となりま
す。
また、処理前後の水質については、排水
処理施設の設計値、自主管理基準値、実
績値（実績値の場合は過去１年間分程度
のもの）を記載してください。

能　　力

処理の方式

100ｍ3/日

凝集沈殿＋活性汚泥
処理方式

処理の系統

集水および
導水の方法

原水槽→沈殿槽→撹拌混合槽→
沈殿槽→調整槽→活性汚泥処理→
沈殿槽→下水道放流

別紙５のとおり。

使用の季節変動

100

←施設の製造メーカー、名称、型式、構
造、主要寸法を記入してください。

　年　　月　　日

　年　　月　　日
←既設施設の場合は、設置年月日を記入
してください。
新設の場合、工事着手予定年月日等を記
入してください。

　年　　月　　日

　年　　月　　日

←排水処理施設の使用時間間隔、１日あ
たりの使用時間を記入してください。
バッチ処理以外は、通常左記の様になり
ます。

残さの種類、
１月間の種類別生成量

および処理方法

汚水等の処理の方法

通常 最大

消耗資材の
１日あたりの
用途別使用量

１日あたりの
使用時間

補足説明

＊新設の場合、設備の寸法、能力、
能力算定の根拠、処理フローがわか
る書類（図面、仕様書等）を添付し
てください（添付資料⑥）。



（別紙４）

←事業場における固有番号ま
たは呼称を記入してくださ
い。雨水のみの排水口につい
ても記入してください。

種類・項目 通常 最大 通常 最大 通常 最大

ｐH 6～8 6～8 6～8 6～8 6～8 6～8

ＣＯＤ 100 200 5 10 2 15

ＢＯＤ 100 200 3 7 1 12

ＳＳ 100 100 10 15 10 20

Ｔ－Ｎ 15 20 1 2 3 5

Ｔ－Ｐ 3 4 <0．1 0.2 0.5 1

ホウ素 2 5 <1 <1 <1 <1

鉛 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ﾁｳﾗﾑ <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

通常 最大 通常 最大 通常 最大

60 100 20 50 0 0

下水道放流の場合記入してく
ださい。

備考　汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。

下水道放流

←事業場から下水道および公
共用水域への出口での排水の
水質、排水量を記入してくだ
さい。
記入する項目は、事業場から
排出される排水の状況によっ
て異なりますが、通常は、□
に囲まれている一般的な項目
と、事業場内で使用する有害
物質となります。
なお、雨水の排水量について
は、「０」（排水量に入れな
い）としてください。
また、各排水口の位置および
流路のわかる図面等を記入し
てください（添付書類③）。

工場又は事業場に
おける施設番号

排出水の汚染状態および量

排
出
水
の
汚
染
状
態

排出水の量

（ｍ
3
／日）

排水口１
（工程系排水
と生活系排

水）

その他参考と
なるべき事項

排水口３～４
（雨水のみ）

排水口２
（冷却水・
ボイラー排水

と雨水）

補足説明

別紙３の「汚水等の処理の方法」にも関連する場合がありますが、排水口（あるいは
排水処理施設）において、排水基準が満足できる根拠を示した書類を添付してくださ
い（添付資料⑦）。



（別紙５）

用水及び
排水の系統

用　　途 使用水 用水使用量（ｍ
3
／日）

メッキ用工程用 上水道 21（40）

その他の工程および実験用 上水道 33（50）

ボイラー用 上水道 11（15）

生活用 上水道 4（4）

間接冷却用 地下水 21(51）

用水及び排水の系統

用途別
用水使用量

上水道
（69m3/日）

処理施設１
（56m3/日）

メッキ工程等の排水
（20m3/日）

イオン交換樹脂再生排水

（1m3/日）

工程系の雑排水、研究棟
からの器具洗浄排水等

（33m3/日）

厨房、トイレからの汚水（4m3/日）

イオン交換処理

排水口１
（60m3/日）

雨水 排水口３～４

排水口２
（20m3/日）

地下水
（21m3/日）

砂ろ過 プレス機等の間接冷却水

（20m3/日）

雨水

逆洗排水（1m3/日）

ボイラー
（11m3/日）

ブロー排水
（1m3/日）

蒸発分（10m3/日）

（補足説明１）

敷地から排出される全ての水の用排

水の系統について記入してください。

（補足説明２）
用排水の系統に加えて、水の収支
がわかる情報も記載してください。

用水の用途別に使用水、水量（通常使用量）を記
載してください。

別紙２、３および５の排水量、上記の水の収支の
数値との整合性に注意してください。

（補足説明３）
本フローとは別に実際の用排水経
路、特定施設の位置を記載した図
面を添付してください（添付資料
③）。

（ ）書きで最大使

用量を記入してくださ

い。

下水道



がわかる情報も記載してください。



添付書類について

添付が必要な時

① 付近の見取図（周辺100メートル程度のもの） 毎回

② 事業場の敷地の範囲が明確にわかる書類 毎回

③
事業場の敷地内の建物配置図（特定施設および汚水処理施設を赤色で囲み、用水およ
び排水の系路、排水口の位置を明示してください。）

毎回（別紙３および５関連）

④ 特定施設の構造図（カタログ、写真でよいが、型式、構造、主要寸法を明示すること。）

⑤
特定施設の設置場所がわかる図面（添付書類③でも結構ですが、工場建屋の２階に設置
される場合などは、拡大図等が必要となります。）

⑥
汚水等の処理施設の構造図（フローシート、設計仕様書、構造、主要寸法を明示する等
してください。)

排水処理施設を新たに設置、または構造の変更を行う場合は、該
当する施設についての資料を用意してください（別紙３関連）。

⑦ 排水口における下水道へ排除する排水の水質が排水基準を満足できる根拠を示した書類
毎回（排水への影響がない場合はその根拠を記載してください。）（別
紙３および４関連）

⑧ 作業工程図（特定施設の使用箇所を明示し、作業工程時間を記入してください。） 毎回（別紙２および４関連）

⑨ その他（別紙の様式に書ききれない場合等）

別紙の様式に書ききれない場合は添付資料を用意してください。
（例）
特定施設での使用薬品リスト、成分表、MSDS等、特定施設の運
営マニュアル等（別紙２関連）
排水処理施設の維持管理マニュアル等（別紙３および４関連）

添付書類の種類

　必要な添付書類は原則次の通りで、毎回添付が必要な場合が異なりますので、注意してください。
’なお、届出の内容によっては、次の書類以外にも提出を求めるものがある場合がありますので、ご了承願います。

特定施設を新たに設置、または構造の変更を行う場合は、該当する
施設についての資料を用意してください（別紙１および２関連）。


